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中川織江 (日本女子大 ･人間社会 ･救)
これまでのチンパンジーの粘土遊びで､
1匂休 (クロエ)のみに rクレーン行動｣
が継続的に現れた｡クレーン行動とは他者
の腕を操作 して対象に槻わる間接接触のこ
とである｡この行動■の意味を明らかにする
ため.ヒト幼児の粘土遊び行動を検討した｡
方法 :
0-6才のヒ ト幼児約 200名について6年
閉経影 したビデオ録画を分析 した｡
頼黒と考察 ;
1-1.5才のは敗の幼児がごく短期間､集
中的にクレーン行動を出現させた｡つまり
血びの初期､ 1回または2回の実検内に頻
繁に現れるが.その次の英検回では消滅 し､
かわって自分の手で触るようになった｡子
どもは新奇の物を捷示された場合､他者の
手を掴んで対象に代理に接触させ､他者が
どうかかわるか行恥を枚察 したのちに､自
分で直接接触するという過程が示された｡
クレーン行動は粘土遊びの初期､先達段階
の過渡期に現れることが分かった｡ ヒトで
クレーン行動が出現する時期は粘土を口に
入れたりしゃぶる行動が消滅 し.かわって
手による操作が発達する時期でもある｡
人的環境で生育 したクロ工にクレーン行
動が継続 して出現 した｡今後､同様の環境
にある他のチンパンジーに､ ヒ ト1-I.5才
に対応する行動が出現するか検討したい｡
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